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ベンの思想的モンタージュ――初期の 3冊




























Gottfried Benn: Gehirne Novellen, Leipzig: K. Wolff, 1916. (Der







2巻第 8号)、「旅」の初出は 1916年、同じ雑誌(第 3巻第 6号)である。「島」、
「誕生日」はいずれもはじめから短編集に収録された。なお引用箇所の参照ペー
ジは、便宜のために、リーメス社刊行の 4巻全集 (Gottfried Benn, Gesam-
melte Werke in 4 Bänden, Limes Verlag, 1959–1961) による。原テキスト
との内容の異同は文中に記した。ローマ数字は巻数、アラビア数字はページ数













































































































































































































































































































































Gottfried Benn, Diesterweg, eine Novelle, Verlag der Wochenschrift
















































Gottfried Benn, Die gesammelten Schriften, E. Reis, 1922
1922年に出た『選集』は、4部からなり、第 1部 : 詩集、第 2部 : 短編小















脳髄*、『ディー・バイセンブレッター』第 2巻第 2号 (1915)、短編集『脳
髄』(1916、『最後の審判』)叢書第 35巻)、『散文集』(1928)。
制圧、『ディー・バイセンブレッター』第 2巻第 8号 (1915)、『脳髄』、『散
文集』。
旅行*、『ディー・バイセンブレッター』第 3巻第 6号 (1916)、『脳髄』、『散
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横断*、『ディー・バイセンブレッター』第 5巻第 3号 (1918、タイトルは、
短編「包茎」)、『文学』(プルツィゴーデ編集)第 1巻第 4号 (1919)、『展開、  時
代に寄せる短編集』(クレル編、1921)、『選集』、『散文集』。
アルルの庭*、『文学』第 2巻第 1号 (1920)、『選集』、『散文集』。
最後の自我*、『アンブルッフ』第 4巻第 3号 (1921)、『選集』、『散文集』。








3. 1. 選集第 1部 : 詩集
巻頭に初出の詩「プロローグ」が置かれ、第 1部は、1912年 3月のデビュー


















































3. 3. 『選集』第 3部 : 戯曲集
収録作品は次の 4編である。


































































































ベンは、さらに近代を越えてさかのぼり、「人類の 4千年が過ぎ去りました、  幸
福も不幸も常に同じでした」とあっさり要約する。したがって、カルタゴ、
ローマ、フェニキア、メソポタミア、プルタルコス、ティムールも登場する。



















































































































まない、考えないということだ。ベンは 1886年 5月 2日生まれだから、この



















































社版 4巻全集のほか、社会思想社『ゴットフリート・ベン全集』全 3巻 (1972
年)に大きな恩恵をこうむっている。また獨協大学図書館員諸氏には、貴重書閲
覧について便宜を図っていただいたことを記させていただく。
